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はじめに 

 伝承旗本服部氏屋敷跡は平成 12 年 2 月の埼玉県教育委員会の県道拡幅に係る遺跡の所在

確認調査によって初めて確認された。それまで、地元では服部氏の陣屋の存在を伝えるも

のは全くなく、僅かにこの周辺を「ヤブヤシキ」という大きな屋敷があった（青林寺住職

高岡氏聞き取り）ことや「オトノサマノヤシキ」があったとも伝えられてきた（地主加藤

氏の妹からの聞き取り）ようであるが、他の住民からは全くそれらしき伝承を聞くことは

できなかった。しかし、明治 40 年に記された「百間史料」に「権太夫ガ屋敷跡ハ今ノ青林

寺ノ境内及其北林是ナリト云ウ」とあり少なくとも明治時代後半までは、旗本服部氏の陣

屋についての伝承が語り継がれていたことが分かる。 

 

１）旗本服部氏陣屋推察の経緯 

 平成 8 年度に本考古勉強会において「中近世の地蔵院遺跡」として西原地区の地籍図を

用い青林寺東側に細長い区画が残り、さらにこの周囲が百間西原組ではなく百間村の飛地

が多いことを指摘し、「百間史料」に残る旗本服部氏の屋敷が本地点ではないかということ

を推察した。また、地蔵院遺跡でも同時代の遺物や遺構が多いことから服部氏家来の屋敷

ではないかとの提言を行っている。また、平成 14 年度にも「伝承旗本服部氏屋敷跡出土の

遺物について」と題し発表を行なっている。 

 平成 12 年１月宮代町道路建設課から本地点で県道蓮田杉戸線の拡幅があることを聞き、

埼玉県文化財保護課末木啓介氏に連絡し、試掘調査を行って欲しいと依頼した。平成 12 年

2 月、県保護課末木氏により試掘調査が行われ、地籍図の細長い区画が堀であることを確認

し、宮代町№４０遺跡「伝承旗本服部氏屋敷跡」として埋蔵文化財包蔵地に指定した。そ

の後、試掘調査や発掘調査により包蔵地範囲を拡大し№７青林寺遺跡、№34 西原遺跡と併

せ、「伝承旗本服部氏屋敷跡遺跡」と改称した。 

 

２）考古学的手法による調査 

県道拡幅に伴う調査として、(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団により平成 12 年 6 月から

7 月にかけて発掘調査を実施した。また、平成 13 年 3 月の宮代町教育委員会の調査、平成

13 年 11 月から 12 月にかけての宮代町遺跡調査会による調査、平成 14 年 7 月の宮代町教

育委員会の調査などで次第にその遺跡の性格が明らかになってきた。 

①平成 12 年度(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団の調査 

 ＜検出された遺構＞ 

  掘立柱建物跡２棟、竪穴状遺構３基、堀跡１条、溝跡６条、井戸跡 14 基、土坑 10

基、柱穴多数 



＊堀は地籍図で確認できる細長い区画より検出された・・・図１参照 

   第 8 号溝は平成 12 年度の宮代町教育委員会、平成 13 年度の宮代町調査会の調査で

出土した溝の方角とは若干異をなしており、それより古い段階のものであろうか。

第 1 号溝より南側でも多数の遺構が確認されていることが平成 13 年度の宮代町遺跡

調査会の調査とは違う傾向であるといえる。第１号掘立柱建物跡は桁行６間、梁行

２軒以上の総柱の建物で柱当は方形を呈していた。堀跡は大きく４時期の変遷が伺

えた。なお、概要については宮代町文化財調査報告書第９集「宮代町の中世遺物」

に(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団木戸氏より報告されている。 

 ②平成 12 年度宮代町教育委員会の調査 

＜検出された遺構＞ 

  竪穴状遺構２基、堀跡３条、溝跡４条、土坑 28 基（内 11 基が井戸跡）、柱穴多数 

 ＊３条の堀が検出された。いずれも真北より 10 度ほど東側へずれていることから、コ

の字形を呈する区画なのかもしれない。ピット群が９基確認され、第４号ピット群

は掘立柱建物跡、第５・６号ピット群は堀に伴う柵列であることが確認された。第

１号溝西側には土塁があったことも確認された。第７号溝は、敷地の増大に伴い人

為的に埋まられたことが確認できる。この他、柱穴の一部も人為的に埋められたこ

とが分かった。曲輪内は西側に意識がある縄張りとも確認されている。宮代町文化

財調査報告書第 11 集「国納丸屋遺跡・中寺遺跡・伝承旗本服部氏屋敷跡遺跡」参照。 

＜出土した遺物＞ 

  常滑甕、瀬戸縁釉皿・天目茶碗・擂鉢、在地系内耳土鍋・擂鉢、明景徳鎮産染付 

 ③平成 13 年度宮代町遺跡調査会の調査 

＜検出された遺構＞ 

  竪穴状遺構４基、堀跡４条、溝跡６条、井戸跡７基、土坑６基、柱穴多数 

＊４条の堀が検出された。いずれも真北より 1５度ほど東側へずれている。第６号溝は

事業団 1 号溝と対応すると思われ、喰違いの虎口を形成すると推定される。地籍図

にもその傾向がうかがわれる。また、第 6 号溝より南にはほとんど遺構が存在しな

いことから城館の区画をあらわすものと推定される。第２・５号溝はＬ字をなし、

堀底から志野皿が出土したことから大窯４期（16 世紀後半から 17 世紀初頭）には機

能していた可能性が強い。第２号溝からは文亀元年（1501）と推定される板碑が出

土していることから本溝が機能していた時代はこれより後である可能性が高い。第

４号溝は覆土の土層観察から第２号溝より新しい遺構であることが確認された。第

８号溝は第６号溝より新しい可能性が高い。第２・４・５・６・７号溝（堀）底か

らは粘土層が検出されたため、耐水していた可能性が高い。第９号溝底部からは砂

層が検出されたことから流水していたことが確認された。第２号溝の最上層から中

層にかけては、本溝の西側に存在していたと推定される土塁を崩したと推定される

層も確認されている。この盛土からは 18ｃ代の伊万里が出土したことからこの時代



以降に崩された可能性が高い。本調査地点は旧来の道の拡幅のため調査を実施した

が調査区の主軸とほぼ同じ角度で堀が検出されたことからこの旧道は堀の区画と何

らかの関係があると推定される。 

＜出土した遺物＞ 

  明竜泉窯青磁、明漳州窯青磁、常滑甕、瀬戸擂鉢・天目茶碗・擂鉢・志野皿、肥前

唐津産陶器、志戸呂産擂鉢、伊万里産磁器、青銅製鏡、板碑、石臼、在地系内耳土

鍋・擂鉢など多数出土した。 

④平成 14 年度宮代町教育委員会の調査 

＜検出された遺構＞ 

  竪穴状遺構が 2 軒、土坑 13 基、井戸 1 基、ピット 8 基が検出された。覆土の状況から

第 1 号竪穴状遺構と第 1 号井戸は最も新しい遺構と推定されている。これらからは鋳造

関係の遺物が出土しておりそれらに伴う遺構と推定される。宮代町文化財調査報告書第

11 集「国納丸屋遺跡・中寺遺跡・伝承旗本服部氏屋敷跡遺跡」参照。 

⑤発掘調査で出土した遺構や遺物の分析 

これらの発掘調査から出土した遺物の分析によると 12 世紀後半から遺物が確認でき、

13 世紀後半から 14 世紀後半で若干の遺物の増加が確認できる。これは青林寺所蔵の板碑

や宿・源太山遺跡出土の板碑を生前供養として建立した在地領主の存在が伺われる。遺

物出土量の第 1 のピークといえるのは 15 世紀後半から 16 世紀前半である。これは百間

郷の領主の存在を想定でき、在地領主の居館か城郭と考えられる。その後、16 世紀第 4

四半期から 17 世紀第１四半期に遺物が集中し第 2 ピークを迎える。その後、17 世紀第 2

四半期で若干減少し、17 世紀第 3 四半期で第 3 のピークを向え、17 世紀第 4 四半期で激

減することが伺える。 

 

３）歴史地理学的手法による調査 

 明治 10年の百間７カ村の地籍図によると字西原にはほとんどが百間西原組に属するが西

側に百間村・百間東村・百間中島村の飛地が存在することが分かる。さらに百間村の飛地

南端を画するように細長い区画が見られ、現在新設された集落道路 6 号線との交差地点付

近は区画がずれている。この屈曲部分は喰い違えとよばれる城郭の虎口を想定させ、門の

存在が推察される。地元ではこの付近を「ダイモン（大門）」と伝えている。また、東側の

百間東村との境には南北に細長い区画が認められ、東から南にかけては細長い区画が「Ｌ」

字に配されることがわかる。南側の百間村と百間西原組を画する細長い区画は発掘調査に

より堀であることが確認された。さらに、青林寺周囲にも細長い堀を想定させる区画が残

り南部には喰い違えとよばれる城郭の虎口を想定させる区画も残る。さらに、青林寺と地

蔵院前には城下町や宿場などに多く見られるクランク（枡形ともいう）が見られる。これ

らからも西原地区一体は中世百間郷の宿場や城館であった可能性を伺わせる。さらに、谷

を挟み北側には宿地区と呼ばれる集落がある。江戸時代中期以降は「源太宿」、江戸時代前



期は「後宿」と呼ばれていた（万治２年溜沼争論絵図、地蔵院勝軍地蔵体内文書）。百間村

では主体的なものの北側を「後」と呼んでいる。「後宿」の存在からも主体的な西原地区に

あった中世百間郷の領主の城郭や近世初頭の旗本服部氏の陣屋を想定することができるの

ではなかろうか。なお、宿・源太山遺跡（「後宿」「源太宿」）からは中世の板碑や古銭、土

坑などが検出されている（宮代町遺跡調査会報告書第 2 集「宿・源太山遺跡」）。・・第 3 図 

一般的に「宿」という名称は近世の街道沿いの宿場を除けば中世の街道沿いや大集落な

どで使用されていた名称である可能性が高い。本「宿」地区や伝承旗本服部氏屋敷跡遺跡

の所在する西原地区は鎌倉街道中道の太田新井、野田、粂原、須賀、下高野というルート

に別ルートの春日部市の御厩瀬渡から百間東の西光院さらには須賀へ到ると伝えられる鎌

倉街道の沿線付近に位置することや太田新井から金谷原・西原・宿、東から西・前原・西

原・宿、姫宮から西原・宿に到る中世百間郷内におけるすべての主要道が集まる場所であ

ったため城館や宿が形成されたものと推察される。・・・第 1 図 

 

 

４）文献史学的手法による調査 

  文献史学的に旗本服部氏について分かる直接史料（旗本史料、地方史料）は幕府で編

纂されたもの以外には皆無といえる。僅かに残る地誌や家譜などから旗本服部氏を考え

てみたい。 

（１）旗本服部氏の太田庄支配 

    ①『寛政重修諸家譜』によると・・・史料６ 

服部家の祖先は、伊賀国服部（三重県上野市）の住人で、永禄３年（1560）

に家康に仕えたと伝えられている。政季（政光）は天正 18 年（1590）の小田

原への参陣の際には、家康に従い本多忠勝の配下に属し、御使番を勤めてい

る。徳川家康の駿河から関東への移封に伴い、文禄元年（1592）に武蔵国太

田庄の内 3000 石を宛がわれた。さらに、慶長５年（1600）の上杉景勝の征伐

に参陣し、この後に近江国長浜（滋賀県長浜市）に 1000 石の領地を与えられ

ている。その後、慶長 19 年の大阪冬の陣、元和元年（1615）の大阪夏の陣に

も参陣し、同年４月 26 日に京都で没している。妻は岩槻城主高力清長の女子

である。政季（政光）の子の政信は、慶長５年の関ヶ原の戦いに参陣して御

使番を勤め、帰陣後に武蔵国臼井で 500 石の領地を宛がわれている。慶長 19

年の大阪冬の陣、元和元年の大阪夏の陣にも御使番を勤めている。同年、父

の遺領のうち、3000 石を相続し、併せて 3500 石を知行した。その後、元和

５年遠江国今切（静岡県浜名郡新居町）の関所番となり 500 石を加増され、

采地も遠江国敷智郡に移されたと記される。 

 

       



    ②『記録御用書本古文書』・・・史料１・２ 

      徳川家康から服部与十郎に天正 20 年（1592）2 月 1 日太田荘の内 3000 石を

与えられたことが分かる。 

      徳川秀忠から服部権太夫に寛永２年（1625）12 月 11 日に遠江国敷智郡に所

領を与えられた朱印状が残る。 

 ③『寛永諸家系図伝』によると・・・史料７ 

      服部政光に天正 19 年（1591）武州太田領 3000 石を賜る。 

      元和元年（1615）政光死去、政信父の遺領の内太田荘 3000 石を継ぐ。 

      元和 5 年（1619）遠江国今切の関所番として遠江国敷智郡へ移封。 

    ④『武徳編年集成』・・・史料 4 

      天正 18 年（1590）8 月武蔵太田郷 3000 石を服部権太夫政季が賜る。とある。 

     

  （２）太田庄百間郷の範囲 

文禄元年、徳川家康から旗本服部政季に太田庄３０００石が与えられたこと

が分かる。しかし、太田庄のどこに所領があったかについては判明しない。し

かし、平成 15 年 1 月に（独）国立公文書館内閣文庫に年未詳「服部家略譜」や

文化 8 年「諸家系譜（服部）」があることが分かり調査を行った。その結果、服

部政季・政信父子が領したのは太田荘の内百間郷 3000 石であることが判明し

た。・・・史料 3、8 

それでは百間郷 3000 石とはどの範囲をいうのであろうか。元禄 16 年の「日

光御成道道拵免除願」（百間村折原家文書 4717）によると「先規百間村一村ニニ

而高弐千四百石ニ御座候」とあり百間村は 2400 石であることが分かる。残りの

600 石については、その後の百間村相給を考えると分かる。 

      寛永元年（1624）、百間村は旗本朽木氏、永井氏、池田氏にそれぞれ 1000 石

づつに分け与えられた。「武蔵国田園簿」によると百間村隣村須賀村には「阿部

対馬守知行 弐百六石弐斗六升」とある。「元禄郷帳」では須賀村の石高は「八

百弐拾五石九斗壱升九合」とあり、約 600 石の誤差が生じている。須賀村は岩

槻藩領の他、旗本池田氏・永井氏の知行地でもあった。永井氏・池田氏との須

賀村の知行地は 300 石であったことが確認されている。一方、百間村（百間東

村）の永井氏知行地は 700 石、百間村（百間中村と百間中島村）の池田氏知行

地は 700 石であったことが確認されている。これらのことからも、百間村 2400

石に須賀村 600 石を併せた範囲が服部氏の知行地であったと推定される。 

 

  （３）旗本服部氏の屋敷 

服部氏の屋敷については、「新編武蔵風土記稿」や『百間史料』にその記載がある。 

    ⑤『新編武蔵国風土記稿』・・・史料５ 



     「服部氏の家譜に、権太夫政信慶長 20 年父政光が跡、武州太田庄３千石に自領

500 石を合わせ是を賜うと記せり。村内（百間村三組）に権太夫が屋敷跡あれ

ば彼所領なるべし。」 

 ⑥『百間史料』 

     「権太夫が屋敷跡は今の青林寺の境内及其北林是なりと云う。」と服部権太夫の

屋敷が百間村の西原にある青林寺付近であると伝えられていることを記して

いる。 

 元和 5 年の百間村検地帳（百間三組分）が残っていないため詳細は不明であるが

元禄 10 年の百間村検地帳では、すでに青林寺は現在地にあることが確認されてい

る。検出された堀の覆土に宝永の火山灰が堆積していないことからもそれ以前に破

城されたものと推定される。 

 

  （４）旗本服部氏の百間郷から移封 

    『寛永諸家系図伝』によると政光（政季）の子政信が「同五年勤遠州今切関御

番干時加賜五百石」とあり元和５年に遠州今切に赴任したことが分かる。『記録御

用所本古文書』にも寛永２年に徳川秀忠から服部権太夫宛の朱印状が確認できる。

これらのことから、旗本服部氏は文禄元年（１５９２）から元和５年（１６１９）

まで百間郷に領地があったことが推定される。服部政信の従兄弟である岩槻藩主

高力忠房が元和５年に浜松に移封したことと関係があると推定される。なお、高

力忠房も寛永２年に秀忠からの印判状が確認できる。元和５年に百間領５０００

石の天領（幕府領）の検地が行われているのは、旗本服部氏が百間郷を離れたた

めであろうか。 

 

 （５）服部政光と政季について 

    「寛政重修諸家譜」や「寛永諸家系図伝」では太田庄を領したのは政光と記さ

れるが他史料では政季と記される。「寛政重修諸家譜」編纂にあたり服部家から出

された「服部略譜」や「諸家系譜」などでも政季と記されている。しかし、「寛政

重修諸家譜」では政光となっているが、これは「寛永諸家系図伝」を引用したか

らであろう。このようなことから、「寛永諸家系図伝」の編纂の際、政光と政季を

錯誤し記載したものと推定される。 

 

５）まとめ 

 今まで、考古学、歴史地理学、文献史学により旗本服部氏を解明してきたが、その結果、

15 世紀後半から 16 世紀前半の時期は百間郷の在地領主の居館があった可能性が指摘でき、

16 世紀第 4 四半期から 17 世紀第 1 四半期にかけては、伝承で残る旗本服部氏の陣屋に関

係があると推定される。ふれ愛センター宮代や宮代町郷土資料館建設に伴い発掘調査が行



われた地蔵院遺跡も伝承旗本服部氏屋敷跡遺跡と同じ傾向が指摘されていることから、字

西原地区一体は中世百間郷の中心地であり、郷内の中核的な集落や城館であったと考えら

れる。本遺跡で確認された１５世紀後半から１６世紀代の堀や井戸、竪穴状遺構、土坑な

どから出土した遺物は中世城郭にしては非常に多い状態であった。これらのことからも本

城館が一時的に構築された砦的な城郭ではなく、百間郷の領主が住した居館的な城郭であ

ったと推定される。西側に土塁を伴うことや堀幅が５メートルを超えることからも、百間

郷領主の中核的な城郭であったと推定される。宿・源太山遺跡や地蔵院遺跡の中世遺構や

遺物も本城郭と関係が深いものと推定される。このような地域の状況から旗本服部氏は百

間郷の領主の城郭やその周囲の集落を利用し陣屋や城下集落・宿（城下町）を構築したと

推定される。 

江戸時代の旗本は陣屋を構え在地支配を行っていた。旗本服部氏は徳川家康から太田庄

の内百間郷を与えられ、その領地を支配する上で郷内に陣屋を構築する必要性があった。

戦国期から百間郷の中心的集落であり在地領主の居館のあった西原地区は旗本服部氏の陣

屋を造る上で重要な場所であったと推定される。このような背景で、１６世紀末葉、中世

百間郷の領主の城館を改築し、旗本服部氏が陣屋を構えたと推定される。 

平成１２年度第７号溝を埋め立て敷地を拡大していること、柱穴を人為的に埋めローム

ブロックで固めていることなど大掛かりな普請が広範囲に確認されている。これは、大規

模な城館普請を想定でき、その主体は百間郷の在地領主とは考えにくいことから、旗本服

部氏の存在が重要であったと推定できる。 

青林寺付近からその東側の百間村（百間本村）の飛地部分を中心に旗本服部氏の陣屋が

あり、その東側にあたる地蔵院遺跡は服部氏家臣の屋敷地があった可能性も考えられる。

さらに、地蔵院前と青林寺前にクランクがあることは、城下町や宿場で確認できるクラン

クの形態であることからも西原地区が旗本服部氏の陣屋と密接な関係があることを伺わせ

る。 

発掘調査で最も多くの遺物が出土した時代は、旗本服部氏の百間郷支配が確認できる期

間であった。また、出土遺物の中には、武士階級が使用した刀の縁、鏡もあり、本遺跡が

旗本服部氏の陣屋であることはほぼ間違いないといえるだろう。遺物の編年から見ると第

２のピークである１６世紀最末から１７世紀第１四半期まで最も多く出土する傾向が見ら

れる。その後、１７世紀第 2 四半期で減少し、１７世紀第３四半期で第３のピークが認め

られ、１７世紀第４四半期で激減する。服部氏が百間郷を領していたのは１７世紀第１四

半期までであり、それ以降については青林寺過去帳に見られる天領代官曽根与五左衛門の

代官陣屋があった可能性もある。その後、宝永４年（１７０７）の富士山噴火以前に破城

されたものと推定される。 

本遺跡の北側の宿地区は、江戸時代前期「後宿」と呼ばれていた。百間村では主体的な

ものの北側を「後」と呼んでいる。「後宿」の存在からも主体的な西原地区あった旗本服部

氏の陣屋を想定できるといえるだろう。 
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